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■公共交通機関をご利用の場合
●名古屋駅より
【なごや観光ルートバス「メーグル」】
【 市 バ ス 】
【名鉄バス】
【　J　R　】 
【地下鉄】

●栄より
【 市 バ ス 】

 名古屋駅前8番のりば名古屋駅発着で平日30～１時間に１本、土・日・休日は20分～30分に1本運行
名古屋駅前２番のりば基幹２号系統、「徳川園新出来」下車徒歩３分
名鉄バスセンター（メルサ３F）４番のりば基幹バス「引山」方面行「徳川園新出来」下車徒歩３分
JR中央本線、「大曽根」下車南出口より徒歩10分
東山線「藤が丘」方面行、「栄」で名城線「右回り」に乗り換え「大曽根」下車３番出口より徒
歩15分　桜通線「野並」方面行、「車道」下車①番出口より徒歩15分

栄バスターミナル（オアシス21）3番のりば基幹2号系統、「徳川園新出来」下車徒歩3分
■お車をご利用の場合
蓬左文庫専用駐車場はありません。徳川園駐車場（有料　30分　120円）をご利用下さい。

■休館日／月曜日（祝日のときは直後の平日）5月2日（月）、8月15日（月）は展示室のみ臨時開館します。
 12月中旬～1月3日　※催事により変更することがあります。
■展示室／有料　一般：1200円　高大生：700円　小中生：500円（蓬左文庫・徳川美術館 共通観覧）
 【開室時間】午前10時～午後5時（入室は午後4時30分まで）
■閲覧室／無料・館外貸し出しはいたしません。
 【閉架図書】午前9時30分～午前12時　午後1時～午後5時　【開架図書】午前9時30分～午後5時
 【複写サービス】保存など支障のない範囲で、CD-Rからのプリントアウトまたはマイクロフィルム複写などの方法により行います。電話・郵便による申込みも可。

表紙：出雲国風土記（いずものくにのふどき）

「出雲国風土記」表紙
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展
示
室
１
・
２
　
徳
川
美
術
館

　
徳
川
家
康
の
九
男
義
直
を
祖
と
す
る
尾
張
徳
川

家
は
、御
三
家
筆
頭
と
し
て
高
い
格
式
を
誇
り
、徳

川
将
軍
家
を
支
え
る
最
も
親
密
な
家
と
し
て
、尾

張
名
古
屋
の
地
を
治
め
ま
し
た
。
こ
の
展
覧
会

で
は
、尾
張
徳
川
家
と
将
軍
家
と
の
関
係
を
示
す

様
々
な
拝
領
品
や
、尾
張
徳
川
家
歴
代
十
六
人
の

個
性
が
窺
え
る
自
作
・
所
用
の
品
々
を
紹
介
し
ま

す
。
第
一
会
場
と
な
る
蓬
左
文
庫
展
示
室
で
は
、

尾
張
領
有
の
歴
史
を
た
ど
り
、初
代
義
直
と
父
の

家
康
・
兄
の
二
代
将
軍
秀
忠
と
の
関
係
、義
直
自

作
の
書
画
や
所
用
の
道
具
を
展
示
し
ま
す
。ま
た
、

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
家
康

遺
品
の
貴
重
な
書
籍（
駿す

る

河が

御お

譲ゆ
ず
り

本ぼ
ん

）や
、家
康
の

影
響
を
受
け
て
義
直
自
ら
蒐し

ゅ
う
し
ゅ
う集
・
編
纂
し
、尾
張

徳
川
家
御
文
庫
の
基
と
な
っ
た
蔵
書
も
併
せ
て
展

示
し
ま
す
。第
二
会
場
の
徳
川
美
術
館
本
館
で
は
、

二
代
光み

つ

友と
も

よ
り
十
六
代
義よ

し

宜の
り

に
至
る
尾
張
徳
川
家

歴
代
当
主
と
、三
代
将
軍
家
光
以
降
の
歴
代
将
軍

が
遺
し
た
品
々
、刀
剣
な
ど
の
拝
領
品
を
展
示
し

ま
す
。
こ
れ
ら
の
作
品
を
通
し
て
徳
川
将
軍
家
と

尾
張
徳
川
家
の
深
い
つ
な
が
り
を
感
じ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

臨
時
企
画
　

春
季
特
別
展

徳
川
将
軍
と
尾
張
の
殿
さ
ま

会期：平成23年4月9日（土）〜 5月22日（日）

神
じん

祇
ぎ

宝
ほう

典
てん

　10冊　正保3年（1646）序　

由緒ある神社について史書を基に義直が調べさせた記録。中国製とも
言われる綿の表紙、刺繍による表題など、藩主の編纂書にふさわしい豪
華な仕立てとなっている。

夷
えびす

図
ず

　
江戸時代初期　徳川美術館蔵

家康筆と伝わる夷図。右手に釣竿、
左手に鯛を抱える姿が描かれる。
けっして上手ではないが、愛嬌の
ある姿で描かれており、家康の人
柄が忍ばれる。
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会期：平成23年5月28日（土）〜 7月24日（日）

　
江
戸
時
代
、尾
張
徳
川
家
ゆ
か
り
の
人
々
を
と
む
ら
う

寺
院
が
名
古
屋
の
各
所
に
造
営
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
代
表

で
あ
る
建
中
寺（
東
区
）に
は
、歴
代
の
藩
主
と
夫
人
が
葬

ら
れ
ま
し
た
。
戦
後
の
都
市
計
画
に
よ
り
広
大
だ
っ
た
境

内
は
縮
少
さ
れ
墓
地
も
改
葬
さ
れ
て
、当
初
の
景
観
と
は

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、な
お
本
堂
は
市
内
最

大
の
木
造
建
築
で
、多
く
の
文
化
財
を
今
に
伝
え
て
お
り
、

県
内
に
お
け
る
浄
土
宗
の
中
核
寺
院
で
す
。

　
高
岳
院（
東
区
）は
、初
代
藩
主
義
直
の
兄
で
、幼
少
期

に
亡
く
な
っ
た
仙
千
代
を
と
む
ら
う
た
め
の
寺
院
で
す
。

同
じ
く
、若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
兄
松
平
忠
吉
を
と
む
ら

う
性
高
院（
千
種
区
）も
市
内
で
は
古
い
寺
院
で
す
。
初

代
藩
主
義
直
の
生
母
を
と
む
ら
う
相
応
寺（
千
種
区
）は
、

昭
和
に
な
っ
て
現
在
地
に
移
転
し
ま
し
た
が
、創
建
当
初

の
江
戸
時
代
初
期
の
建
築
が
現
存
し
て
い
ま
す
。
二
代
藩

主
光
友
は
、建
中
寺
の
ほ
か
に
も
梅
香
院（
中
区
）、大
森

寺（
守
山
区
）な
ど
多
く
の
寺
院
を
創
建
し
ま
し
た
。
こ

の
展
覧
会
で
は
、浄
土
宗
の
宗
祖
法
然
上
人
の
八
〇
〇
年

大
遠
忌
に
あ
わ
せ
、尾
張
徳
川
家
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た

由
緒
深
い
浄
土
宗
の
寺
院
と
そ
れ
ら
に
伝
え
ら
れ
た
絵

画
、陶
磁
器
、古
文
書
な
ど
の
文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
。

　
疫
病
を
鎮
め
る
牛ご

頭ず

天
王
を
祀
る
天
王
ま
つ
り
は
、夏
に
疫
病
が
は
や

る
都
市
を
中
心
に
全
国
各
地
で
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
代
表
が
京
都
の
祇
園

祭
で
あ
り
、こ
の
地
域
で
は
、東
日
本
の
天
王
信
仰
の
中
心
地
で
あ
る
津
島

神
社
の
天
王
ま
つ
り
が
、一
六
世
紀
半
ば
か
ら
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
の
名
古
屋
城
下
で
は
、六
月
に
入
る
と
津
島
神
社
の
御
立
符

（
御
札
）を
祀
っ
て
各
町
内
で
天
王
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、六
月
半
ば
、津
島
神

社
の
宵
祭
の
こ
ろ
に
は
、亀
尾
天
王
社
、堀
川
東
岸
の
広
井
天
王
社
、さ
ら

に
熱
田
の
南
新
宮
社
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
東
区
の
筒
井
町
や
古
出
来
・
新
出
来
の
各
町
で
は
、現
在
も
六
月
の
は

じ
め
の
土
日
に
は
各
町
内
か
ら
山
車
が
出
て
華
や
か
に
天
王
ま
つ
り
が
行

わ
れ
ま
す
。
近
年
は
、恒
例
の
山
車
揃
え
が
、東
区
建
中
寺
の
境
内
だ
け
で

な
く
徳
川
園
で
も
行
わ
れ
、蓬
左
文
庫
前
の
広
場
で
、か
ら
く
り
人
形
を
主

役
に
各
町
の
山
車
が
華
麗
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
く
り
広
げ
ま
す
。

　
今
年
の
蓬
左
文
庫
の
展
示
室
は
、江
戸
時
代
以
来
の
名
古
屋
の
天
王
ま

つ
り
を
紹
介
し
ま
す
。

展
示
室
１

展
示
室
２

建
中
寺
と
尾
張
徳
川
家
ゆ
か
り
の
寺
院

―
法
然
上
人
八
〇
〇
年
大
遠
忌
―

名
古
屋
の
天
王
ま
つ
り

建中寺　本堂　

建中寺は、江戸時代には
五万坪ちかい敷地の広大
な寺院で、天明年間（1764
〜 72）の火災により多くが
焼失。その後に再建された
本堂は、今も市内最大の木
造建築である。

平成22年6月6日（日）に蓬左文
庫前の広場で行われた「徳川園
山車揃え」に参加した東区新出
来の鹿

かしか

子神
じん

車
しゃ

（右）と同古出来
の河

か

水
すい

車
しゃ

（左）である。
今年は6月5日（日）午前11時か
ら正午に予定されている。
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展
示
室
１

歿
後
四
〇
〇
年
　
加
藤
清
正
の
時
代

会期：平成23年7月27日（水）〜 9月25日（日）

　�
賤し

ず

ヶが

岳た
け

の
七
本
槍
�や�
虎
狩
�で
知
ら
れ
る
加

藤
清
正
は
、尾
張
の
出
身（
現
名
古
屋
市
中
村
区
）と

い
う
こ
と
も
あ
り
、名
古
屋
で
は
特
に
人
気
の
あ
る

戦
国
武
将
の
一
人
で
す
。
清
正
を
神
と
し
て
祀
っ
た

�
清せ

い

正し
ょ
う

公こ
う

�信
仰
も
盛
ん
で
す
。

　
清
正
は
、永
禄
五
年（
一
五
六
二
）に
生
ま
れ
、豊

臣
秀
吉（
一
五
三
七
〜
九
八
）に
仕
え
ま
し
た
。
天

正
九
年（
一
五
八
一
）の
中
国
攻
め
の
こ
ろ
か
ら
頭

角
を
あ
ら
わ
し
、そ
の
後
も
賤
ヶ
岳
の
戦
い
、小
牧
・

長
久
手
の
戦
い
や
朝
鮮
出
兵
と
い
っ
た
合
戦
に
活

躍
し
て
い
ま
す
。
関
ヶ
原
合
戦
時
は
、石
田
三
成
と

の
確
執
か
ら
東
軍（
徳
川
方
）に
与
し
ま
す
が
、秀
吉

の
歿
後
も
豊
臣
恩
顧
の
大
名
と
し
て
秀
吉
嫡
男
の

秀
頼
に
忠
誠
を
尽
く
し
続
け
ま
し
た
。
慶
長
一
六
年

（
一
六
一
一
）三
月
、二
条
城
に
お
い
て
家
康
と
秀
頼

と
の
対
面
の
仲
介
役
を
終
え
る
と
、同
年
六
月
二
四

日
、熊
本
で
歿
し
ま
し
た
。

　
清
正
の
生
涯
は
、秀
吉
・
家
康
の
天
下
統
一
へ
の

道
程
と
重
な
り
ま
す
。
そ
の
時
代
は
鉄
砲
の
組
織
的

な
使
用
や
重
層
の
天
守
な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
戦
国

時
代
の
佳
境
で
し
た
。
清
正
の
足
跡
を
た
ど
り
な
が

ら
、彼
の
生
き
た
時
代
を
振
り
返
り
ま
す
。

長
なが

烏
え

帽
ぼ

子
し

形
なり

兜
かぶと

　加藤清正所用　
桃山時代　徳川美術館蔵

清正を象徴する兜で、鉄の鉢に、張
はり

懸
かけ

で
後ろ上方に長く伸びた烏帽子を形作って
いる。法華信者であった清正自筆の経文
を紙

こ

縒
より

にして張り懸けたと伝えら
れている。加藤家
の家紋の蛇の目ではなく、
日輪が表されている。

『尾張名所図会　前編　巻之一』
「加藤清正石引の図」　天保15年（1844）

熊本城・江戸城・名古屋城等の築城に携わった清正は、そ
れらの城の出来栄えから築城の名手と評価されている。
慶長15年（1610）に築造が始まった名古屋城は戦国
城郭の集大成といえる城で、清正は、同年8月に天
守の石垣普請を完成させた。
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展
示
室
２

　
現
在
、「
城
」
と
い
え
ば
一
般
的
に
、白
亜
の
天
守
お
よ
び
高
い
石

垣
・
広
く
深
い
堀
、と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
世
界
遺
産
姫
路
城
や
全
国
各
地
に
点
在
す
る
模
擬
天
守
な

ど
、豊
臣
秀
吉
に
よ
る
天
下
統
一
、徳
川
家
康
に
よ
る
江
戸
開
幕
と

い
っ
た
時
期
に
造
ら
れ
た
、い
わ
ゆ
る
近き

ん
せ
い世

城じ
ょ
う
か
く郭

の
姿
で
す
。
し
か

し
こ
の「
典
型
的
な
城
」、近
世
城
郭
で
は
、そ
の
ほ
と
ん
ど
で
実
際

に
は
戦
闘
が
お
こ
な
わ
れ
な
い
ま
ま
、要
塞
と
し
て
の
役
目
を
終
え

て
い
ま
す
。

　
天
下
統
一
前
夜
、大
名
間
の
争
い
は
一
国
あ
る
い
は
数
カ
国
の
支

配
権
を
賭
け
た
レ
ベ
ル
の
大
規
模
な
も
の
で
、全
面
戦
争
に
よ
っ
て

で
は
勝
っ
て
も
負
け
て
も
双
方
が
膨
大
な
損
耗
を
強
い
ら
れ
ま
す
。

特
に
、人
的
損
耗
が
激
し
く
な
る
堅
固
で
大
規
模
な
近
世
城
郭
相
手

の
強
攻
策
は
、文
字
通
り
最
終
手
段
と
し
て
忌
避
さ
れ
ま
し
た
。
秀

吉
が
城
を
遠
巻
き
に
囲
ん
だ
水
攻
め
・
兵
糧
攻
め
を
得
意
と
し
、直

接
の
攻
城
戦
を
極
力
避
け
た
の
も
、結
果
と
し
て
相
手
が
屈
服
し
さ

え
す
れ
ば
よ
い
、と
い
う
割
り
切
り
と
い
え
ま
す
。

　
こ
の
頃
に
至
っ
て
長
ら
く
、攻
め
手
の
攻
撃
に
対
し
て
反
撃
す
る

と
い
う
受
身
の
施
設
で
あ
っ
た
城
郭
は
、�
築
城
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、そ
の
城
へ
の
攻
撃
そ
の
も
の
を
む
し
ろ
回
避
さ
せ
る
�と
い
う
、

興
味
深
い
終
末
期
を
迎
え
ま
す
。

　
近
世
城
郭
の
、こ
う
し
た
一
面
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

城
造
り
あ
れ
こ
れ

大
おおさかふゆのじん

坂冬陣立
だて

之
の

図
ず

　江戸時代

難攻不落の大坂城に対し、家康は幕府軍20万人で完全に包囲する作戦に出た。
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城
下
町
の「
文
教
地
区
」

　
当
文
庫
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
で
一・
二
を
争

う
の
は
、尾
張
藩
士
の
御
先
祖
調
べ
で
あ
る
。

尾
張
藩
士
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
実
で
、先
祖

の
通
名（
○
右
衛
門
と
か
○
兵
衛
）が
分
か
っ

て
い
れ
ば
、三
割
以
上
の
確
率
で
そ
の
人
名

が
見
つ
か
る
。
そ
の
上
で
主
な
役
職
や
禄

高
、菩
提
寺
、役
宅
場
所
を
記
憶
し
て
い
る
と

ほ
ぼ
特
定
で
き
る
。
な
か
で
も
明
治
初
期
の

戸
籍
に
は
、最
後
の
藩
士
で
あ
っ
た
人
物
の

生
年
と
親
の
名
前
、当
時
の
住
所
が
記
載
さ

れ
て
い
る
の
で
各
種
城
下
絵
図
と
対
照
で
き

る
。
可
能
な
ら
ば
是
非
と
も
祖
父
、曾
祖
父

の
除
籍
簿
を
入
手
さ
れ
る
こ
と
を
お
薦
め
す

る
。
こ
う
し
た
調
査
を
お
手
伝
い
す
る
う
ち

に
、些
細
な
こ
と
で
は
あ
る
が
お
も
し
ろ
い

発
見
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　
近
世
城
下
町
名
古
屋
の
最
大
の
特
徴
と
さ

れ
る「
碁
盤
割
」の
街
区
は
、商
業
地
の
隆
盛

を
目
途
し
た
町
屋
区
画
と
し
て
計
画
さ
れ
た

が
、そ
の
全
域
が
町
人
地
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
。
碁
盤
割
南
部
の
東
西
に
、一
部
が
武

家
地
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
今
回
、

そ
の
西
側
の
ブ
ロ
ッ
ク
、本
重
町
筋
と
堀
切

筋
、長
者
町
通
と
伏
見
町
通
に
囲
繞
さ
れ
た

区
画（
下
図
参
照
）の
住
人
に
つ
い
て
紹
介
し

よ
う
。
地
図
は
主
に
名
古
屋
市
博
物
館
発
行

の
文
政
七
年（
一
八
二
四
）の
復
元
マ
ッ
プ
を

用
い
た
。

　
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
は「
医
学
館
」が
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。
当
時
の
様
子
は『
尾
張
名

所
図
会
』『
名
陽
見
聞
図
会
』な
ど
に
詳
し
い
。

そ
の
場
所
W
に
は
浅あ

ざ

井い

平
之
丞
の
名
が
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
平
之
丞
正ま

さ
よ
し封（

貞て
い
あ
ん庵

）が
私

塾
で
あ
る「
医
学
館
」を
開
き
、藩
医
の
技
能

検
定
を
お
こ
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
浅
井
家

は
京
都
で
著
名
な
医
者
で
、曽
祖
父
の
周
廸

（
東と

う
け
ん軒
）が
尾
張
家
六
代
継
友
に
度
々
召
し
出

さ
れ
、祖
父
の
惟こ

れ
と
ら寅（

図と
な
ん南

）が
八
代
宗
勝
の

招
き
に
応
じ
て
名
古
屋
に
居
を
構
え
た
。
図

南
は
墨
竹
画
を
得
意
と
す
る
南
画
家
と
し
て

も
知
ら
れ
て
い
る
。
父
の
周し

ゅ
う
せ
き碩（

南な
ん
め
い溟

）も

藩
医
と
な
る
が
図
南
に
先
立
っ
て
卒
し
た
た

め
、貞
庵
は
図
南
の
養
子（
嫡
孫
承
祖
）と
し

て
十
三
歳
で
家
を
継
ぎ
、研
鑽
を
積
ん
で
尾

張
医
業
の
統
括
役
を
勤
め
た
。
藩
医
研
修
の

た
め
、ま
た
町
人
へ
の
啓
蒙
の
た
め「
医
学

館
」を
開
設
し
た
の
で
あ
る
。

　
一
筋
北
側
の
J
は
鈴
木
仙
蔵
と
あ
り
、そ

の
父
の
仙
蔵
は
眞ま

實さ
ね

と
号
し
、田
中
道
麿
門

下
で
国
学
を
修
め
た
人
物
で
あ
る
。
眞
實
は

微
禄
の
国
方
手
代
か
ら
、清
須
代
官
、上
有
知

代
官
に
出
世
し
、長
囲
炉
裏
番
ま
で
勤
め
た
。

寛
政
元
年（
一
七
八
九
）の
本
居
宣
長
来
名
の

折
に
そ
の
門
に
入
り
、横
井
千
秋
の『
古
事
記

伝
』の
出
版
に
尽
力
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て

い
る
。

　
医
学
館
の
北
西
側
K
は
丹
羽
嘉
六
と
あ

る
。
主
に
御
記
録
所
で
書
役
を
勤
め
た
下
級

武
士
だ
が
、世
間
で
は
盤ば

ん

垣か
ん

子し

の
号
で
能
書

家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
七
歳
に
し
て
丹

羽
嘉か

言げ
ん

の
門
に
入
り
、中
国
・

元
代
の
能
書
家
子す

ご
う昴
の
行
書
を

習
得
す
る
な
ど
早
熟
な
才
を
見

せ
る
。
尾
張
家
十
二
代
斉
温
、

十
三
代
斉
荘
に
楷
書
を
教
え
御

目
見
以
上
に
出
世
し
て
い
る
。

　
そ
の
西
側
H
は
恩
田
新
三
郎

で
、そ
の
養
父
恩
田
進
治
仲ち

ゅ
う
に
ん任

（
維
周
）は
高
須
藩
七
代
勝
當
の

近
侍
と
し
て
教
育
係
を
務
め
、

後
に
継
述
館
総
裁
や
明
倫
堂
教

授
を
歴
任
し
た
漢
学
者
で
あ
っ

た
。
岡
田
新し

ん
せ
ん川
は
実
兄
に
あ
た

り
、兄
弟
で
継
述
館
総
裁
を
つ

と
め
た
こ
と
に
な
る
。

　
そ
の
北
側
E
に
は
冢つ

か

田だ

多た

門も
ん（
大た

い
ほ
う峯
）の
名

が
見
え
る
。
大
峯
は
長
野
の
人
で
十
六
歳
で

江
戸
に
出
て
独
学
で
儒
学
を
修
め
、細
井
平
洲

の
知
遇
を
得
て
尾
張
家
九
代
宗
睦
に
召
し
出

さ
れ
た
。
名
古
屋
に
移
住
し
た
の
は
文
政
元

年（
一
八
一
八
）の
こ
と
で
あ
り
、こ
の
絵
図
の

成
立
年
代
か
ら
遠
く
な
い
。

　
明
治
三
年
頃
の
絵
図
で
は
、そ
の
一
部
に
深

田
惣
一
郎
の
名
前
が
み
え
る
。
こ
れ
は
深
田
、

塚
田
の
読
み
間
違
い
な
ど
で
は
な
く
、深
田

正ま
さ
つ
ぐ韶（

香こ
う
じ
つ實

）の
子
孫
で
あ
る
。
香
實
は
代
々

閲
覧
室
だ
よ
り
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
窓
」

A

B C

D

F G H

I J

K L

M N

O P

Q R

S T U

V W

X Y

E

伏伏
見見
町町
通通

桑桑桑
名名名
町町
通通通通通通通通通

長長
島島
町町
通通通通通通通通

長長
者者
町町
通通

本重町筋本重町筋本重町筋本重町筋

現錦通錦蒲焼町筋蒲焼

広小路広小路堀切筋堀

現現現錦通錦現現錦通錦通錦錦
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尾
張
藩
の
儒
官
を
つ
と
め
る
家
に
生
ま
れ
、

儒
学
の
み
な
ら
ず
、易
教
、神
道
を
学
び
、書

家
、歌
人
と
し
て
も
一
流
の
人
物
で
あ
っ

た
。
特
筆
す
べ
き
は『
尾
張
志
』の
編
纂
に

つ
な
が
る「
天
保
会
」の
発
起
人
と
し
て
文

化
人
サ
ロ
ン
の
核
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
惣
一
郎
は
香
實
の
長
子
精せ

い
い
ち一

の
嫡
子

か
嫡
孫
に
あ
た
る
は
ず
な
の
だ
が
、残
念
な

が
ら『
藩
士
名
寄
』に
は
彼
ら
の
履
歴
が
な

く
判
然
と
し
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
大
峯

の
跡
に
香
實
が
居
た
と
は
、「
事
実
は
小
説

よ
り
奇
な
り
」。

　
儒
者
恩
田
氏
の
西
隣
の
G
は
須
賀
学
之
丞

と
あ
り
、儒
者
で
漢
学
者
で
も
あ
っ
た
須
賀

精せ
い
さ
い斎
の
子
孫
に
当
た
る
人
物
で
あ
る
。
曾

祖
父
の
順
次
郎（
図
書
）安
貞
は
、亮り

ょ
う

斎さ
い

と

号
す
る
儒
者
で
、祖
父
の
重
右
衛
門
安
重
も

衡こ
う
さ
い斎
と
号
し
、尾
張
家
九
代
宗
睦
の
侍
講
を

つ
と
め
た
三
代
続
く
儒
者
の
家
で
あ
る
こ
と

が
知
れ
る
。
祖
父
衡
斎
は
家
督
の
後
四
年

ほ
ど
の
文
化
六
年（
一
八
〇
九
）に
死
亡
し
、

そ
の
跡
を
継
い
だ
父
廣
三
郎
の
経
歴
は
分

か
ら
な
い
も
の
の
、学
之
丞
は
文
化
十
一
年

（
一
八
一
四
）に
家
督
を
継
い
で
い
る
の
で
、

短
期
間
の
代
替
わ
り
に
よ
っ
て「
儒
学
者
の

家
業
」は
廃
絶
し
た
よ
う
で
あ
る
。
冗
談
だ

が
、尾
張
の
学
者
の
家
は
お
よ
そ
三
代
で「
尾

張
」な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
桑
名
町
通
と
蒲
焼
町
筋
の
北
西
C
に
は
柴し

ば

田た

龍り
ゅ
う

渓け
い

の
名
が
見
え
る
。
七
十
俵
取
り
の
奧

医
師
だ
が
、一
方
で
龍た

つ
の
や

 こ
う
き
/
ひ
ろ
き

廼
屋
弘
器
と
い
う
号

で
狂
歌
詠
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。

　
M
に
は
増
田
吉
十
郎
が
い
た
。
奥
向
き
の

小
姓
や
中
奧
御
番
、御
小
納
戸
、御
納
戸
を
歴

任
し
た
人
物
だ
が
、そ
の
子
の
源
之
丞
も
奥

仕
事
を
仰
せ
つ
か
り
、殿
様
の
側
で
小
姓
や

使
番
を
勤
め
た
。
こ
の
源
之
丞
は
朴ぼ

く
ざ
ん山
と
号

し
、多
技
多
能
の
特
質
は
和
歌
、俳
句
、彫
刻
、

絵
画
に
才
を
発
揮
し
た
。
中
で
も
平
曲
に
長

じ
、郭
公
と
名
付
け
た
琵
琶
を
愛
し
た
人
物

で
あ
っ
た
こ
と
が
伝
わ
る
。

　
M
の
南
０
に
は
鈴
木
多
門
治
と
記
さ
れ
て

い
る
。
家
禄
百
石
の
町
奉
行
所
吟
味
役
を
専

ら
と
し
た
人
物
だ
が
、春し

ゅ
ん
い
ん蔭
、椰
園
と
号
し
、

本
居
宣
長
門
下
の
国
学
者
で
和
歌
を
通
し
て

名
が
知
ら
れ
て
い
た
。
同
門
の
国
学
者
と
し

て
様
々
な
古
典
の
研
究
書
を
編
ん
だ
市
岡

猛た
け
ひ
こ彦
の
弟
で
も
あ
る
。

　
さ
ら
に
U
は
二
百
石
取
り
馬
廻
組
の
渡

辺
六
一
郎
の
役
宅
だ
が
、明
治
三
年
頃
の
絵

図
に
は
そ
の
北
半
部
が
分
割
さ
れ
て
山
田

梁り
ょ
う
ざ
ん山
の
名
前
が
み
え
る
。
こ
の
梁
山
は
医
号

を
貞て

い
げ
ん元
と
称
す
医
者
で
あ
る
。
そ
の
祖
父
で

あ
る
梁
山
は
本
草
学
に
精
通
し
て
灸
治
で
名

高
い
町
医
者
で
、晩
年
近
く
に
御
目
見
医
師

と
な
っ
た
異
色
の
経
歴
を
も
つ
。
ま
た
父
は

寄
合
医
師
と
し
て
活
躍
し
た
貞て

い
せ
き石
で
あ
り
、

少
な
く
と
も
貞
石
の
代
に
は
こ
の
役
宅
に
い

た
こ
と
が
知
れ
る
。

　
さ
て
、宣
長
門
下
の
国
学
者
、鈴
木
朖あ

き
らは
ご

存
じ
で
あ
ろ
う
。
日
本
語
に
語
尾
活
用
が
あ

る
こ
と（
用
言
）を
発
見
、体
系
化
し
た
人
物

で
あ
る
。
そ
の
業
績
は
地
元
で
は
あ
ま
り
評

価
さ
れ
て
い
な
い
が
、詳
し
く
は『
市
史
人

物
編
』、平
易
な
解
説
な
ら
、山
本
祐
子『
尾

張
資
料
の
お
も
し
ろ
さ
　
原
典
を
調
べ
る
』

（
名
古
屋
市
博
物
館
）を
参
考
に
し
て
ほ
し

い
。
本
題
に
戻
る
と
、朖あ

き
ら

の
実
兄
は
貞
石
で

あ
り
、姉
婿
が
柴し

ば

田た

龍り
ゅ
う

渓け
い

と
い
う
関
係
に
あ

る
の
だ
。

　
以
上
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
一
般
的
な
武
士

で
は
な
い
人
物
が
多
い
こ
と
を
紹
介
し
て
き

た
。
二
十
五
区
画
の
う
ち
十
区
が
、儒
者
や
医

者
と
い
う�
非
戦
闘
員
�的
な
専
門
職
に
割
り

当
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、そ
の
特
異
性
を

物
語
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、多
く
が
下
級
身
分

で
あ
り
、親
兄
弟
に「
同
業
者
」が
多
い
環
境

も
わ
か
る
。
で
は
こ
う
し
た
屋
敷
割
は
昔
か

ら
意
図
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
？
　
宝
暦

三
年（
一
七
三
五
）の『
坪
間
路
顕
帳
』と
見
比

べ
る
と
、こ
の
区
域
の
家
名
の
う
ち
、文
政
の

絵
図
で
は
五
家
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
つ
ま

り
、今
回
取
り
上
げ
た
人
物
の
大
半
は
、新
た

に
こ
の
場
に
役
宅
を
得
た
と
い
う
こ
と
、さ

ら
に
昔
か
ら
医
者
や
儒
者
が
多
か
っ
た
わ
け

で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
と
す
れ
ば
、な
ぜ

こ
う
し
た
人
物
が
集
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
江
戸
時
代
後
期
に
も
な
る
と
、太
平
の
時

代
の
時
間
的
余
裕
だ
け
は
豊
か
で
あ
っ
た
武

士
の
な
か
に
、家
の
学
問
、家
の
芸
と
い
う
も

の
を
定
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
の
専
門
性

を
高
め
、そ
れ
を
生
か
し
て
出
世
に
つ
な
げ

る
風
潮
が
高
ま
る
。
ま
た
、都
市
部
で
は
学

問
、教
養
、芸
能
、娯
楽
の
サ
ー
ク
ル
が
作
ら

れ
、武
士
や
町
人
の
身
分
制
度
を
超
越
し
た

文
化
人
サ
ロ
ン
の
様
相
を
呈
す
る
よ
う
に
な

る
。
こ
う
し
た
寛
容
な
時
代
背
景
と
町
人
地

に
入
り
込
ん
だ
立
地
条
件
が
、結
果
的
に
儒

者
や
医
者
を
呼
び
寄
せ
た
要
因
だ
っ
た
よ
う

に
思
え
る
。
時
代
の
潮
流
と
立
地
、こ
れ
こ

そ
が
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

（
調
査
研
究
員
　
松
村
冬
樹
）
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歩15分　桜通線「野並」方面行、「車道」下車①番出口より徒歩15分

栄バスターミナル（オアシス21）3番のりば基幹2号系統、「徳川園新出来」下車徒歩3分
■お車をご利用の場合
蓬左文庫専用駐車場はありません。徳川園駐車場（有料　30分　120円）をご利用下さい。

■休館日／月曜日（祝日のときは直後の平日）5月2日（月）、8月15日（月）は展示室のみ臨時開館します。
 12月中旬～1月3日　※催事により変更することがあります。
■展示室／有料　一般：1200円　高大生：700円　小中生：500円（蓬左文庫・徳川美術館 共通観覧）
 【開室時間】午前10時～午後5時（入室は午後4時30分まで）
■閲覧室／無料・館外貸し出しはいたしません。
 【閉架図書】午前9時30分～午前12時　午後1時～午後5時　【開架図書】午前9時30分～午後5時
 【複写サービス】保存など支障のない範囲で、CD-Rからのプリントアウトまたはマイクロフィルム複写などの方法により行います。電話・郵便による申込みも可。

表紙：出雲国風土記（いずものくにのふどき）

出
雲
国
風
土
記
　

　
奈
良
時
代
初
頭
の
和
銅
六
年（
七
一
三
年
）

全
国
に
地
誌
編
纂
開
始
の
命
が
下
り
、編
纂
を

終
え
た
国
か
ら
順
次
、朝
廷
に
提
出
さ
れ
た
諸

国
の「
風
土
記
」。
し
か
し
、中
世
の
う
ち
に
は

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
失
わ
れ
、現
在
で
は
わ
ず
か

に
五
カ
国
の
風
土
記
が
部
分
的
に
欠
損
し
た
状

態
で
残
存
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
他
の
五
十

余
国
の
風
土
記
は
、諸
書
に
引
用
さ
れ
た
極
め

て
断
片
的
な
記
事
を
除
く
と
、跡
形
も
な
い
。

　
そ
う
し
た
中
、出
雲
国
風
土
記
は
幸
運
に
も

ほ
と
ん
ど
完
本
に
近
い
内
容
で
伝
来
し
、風
土

記
編
纂
の
原
初
の
姿
を
知
る
上
で
貴
重
な
史
料

と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
て
、蓬
左
文
庫
所
蔵
の
出
雲
国
風
土
記（
以

下
、蓬
左
本
）は
、徳
川
家
康
九
男
で
初
代
尾
張

藩
主
で
あ
っ
た
義
直
直
筆
に
な
る
題
字
が
あ

り
、残
存
す
る
出
雲
国
風
土
記
の
写
本
中
、最
も

古
い
部
類
に
属
す
る
。
ち
な
み
に
最
古
の
写
本

は
、後
に
肥
後
藩
主
と
な
る
細
川
家
の
幽
斎（
藤

孝
）が
、慶
長
二
年（
一
五
九
七
）に
筆
写
さ
せ
た

本（
永
青
文
庫
所
蔵
。
以
下
、細
川
本
）で
、そ

の
奥
書
に
幽
斎
が
、徳
川
家
康
か
ら
親
本（
現

存
せ
ず
）を
借
り
て
写
し
た
、と
記
し
て
い
る
。

田
中
卓た

か
し

氏
ら
の
書
誌
学
的
研
究
に
よ
る
と
、蓬

左
本
も
ま
た
、細
川
本
と
同
じ
く
家
康
の
所
蔵

本
の
系
統
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、蓬
左
本
の
表
紙
を
開
く
と
、戦

前
に
島
根
県
史
編
纂
室
よ
り
贈
ら
れ
た
、「
日

本
風
土
記
六
十
六
巻
今
纔
存
出
雲
国
記
一
冊
而

已
　

是
神
国
之
徴
兆
也
　

依
為
当
国
之
霊
物
奉
寄

進
日
御
碕
社
者
也
　

寛
永
十
一
年
秋
七
月
日
　

従

二
位
行
権
大
納
言
　

源
朝
臣
義
直（
花
押
）」と

あ
る
文
章
の
写
真
が
、袋
に
入
れ
ら
れ
て
貼
付

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
島
根
県
の
著
名
神
社
で

あ
る
日ひ

御の

碕み
さ
き

神
社
が
所
蔵
す
る
出
雲
国
風
土
記

（
以
下
、日
御
碕
本
。
島
根
県
指
定
文
化
財
）の

奥
書
で
あ
る
。
こ
の
年（
一
六
三
四
年
）、�
日

本
全
国
で
唯
一
、出
雲
国
の
風
土
記
だ
け
が
失

わ
れ
ず
に
残
る
と
は
、さ
す
が
は
神
国
の
出
雲

国
で
あ
る
�と
し
て
義
直
が
筆
写
さ
せ
、自
ら

題
字
と
奥
書
を
記
し
、献
納
し
た
の
で
あ
る
。

書
誌
学
的
研
究
か
ら
も
日
御
碕
本
は
、蓬
左
本

を
さ
ら
に
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
実
は
同
年
、日
御
碕
神
社
で
は
、三
代
将
軍
家

光
の
命
で
松
江
藩
主
京
極
忠
高
が
社
殿
新
築
に

着
手
し
て
い
る
。
義
直
の
出
雲
国
風
土
記
献
納

も
、こ
れ
と
一
連
の
動
き
で
あ
ろ
う
。

　
神
を
敬
い
本
を
愛
し
た
、義
直
ら
し
い
逸
話

で
あ
る
。


